
月 日 時間 内容
2月15日㈫ 午前10〜 議会運営委員会
2月17日㈭ 〃 予算説明会
2月22日㈫ 〃 本会議① 議案上程
2月24日㈭ 〜午後2時 総括質疑〆切
3月4日㈮ 午前10〜 本会議② 総括質疑
3月7日㈪ 〃 本会議③ 総括質疑
3月8日㈫ 〃 本会議④ 総括質疑
3月9日㈬ 〃 総務文教委員会 議案審査
3月10日㈭ 〃 福祉健康委員会 〃
3月11日㈮ 〃 経済建設委員会 請願審査など
3月15日㈫ 〃 総務文教分科会 予算審査
3月16日㈬ 〃 福祉健康分科会 〃
3月17日㈭ 〃 経済建設分科会 〃
3月25日㈮ 〃 本会議⑤ 採決

3月議会の日程

2021.12.20現 1,591
2022.1.17 5,787
2022.2.1 10,157
2022.2.15 5,223
 合 計 22,758

9,441
41

60,596
1618歳以上比 ％

3回目のワクチン接種状況 （人）

接
種
券

発
送
済

3回目接種済み
接種券発送済比 ％

18歳以上人数

「
国
待
ち
」「
そ
こ
そ
こ
施
策
」で
は
！

新
年
度
予
算
審
査
が
中
心
の
３
月
議
会
が
始
ま

り
ま
す
。
ね
ぎ
た
市
長
４
期
目
の
施
策
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
の
世
論
に
押
さ
れ
て
、
日
本
共

産
党
の
掲
げ
た
公
約
の
実
現
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
も

入
院
費
の
み
。
国
が
、
国
保
加
入
者
の
小
学
就
学

前
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
半
額
に
し
ま
す
が
、
市

の
上
乗
せ
は
や
り
ま
せ
ん
。

小
人
数
学
級
も
、
小
学
４
年
生
ま
で
35
人
学
級

が
実
現
し
ま
す
が
、
国
県
制
度
で
、
他
市
が
や
っ

て
い
る
、
小
学
５
・
６
年
と
中
学
２
・
３
年
は
取

り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

喫
茶
店
も
な
い
市
内
の
駅
前

碧
南
駅
は
、
待
合
所
や
駅
前
道
路
を
新
設
し
ま

す
が
、
北
新
川
、
新
川
町
、
ま
ち
の
中
心
の
中
央

駅
周
辺
は
さ
び
れ
っ
ぱ
な
し
喫
茶
店
も
売
店
も
な

い
状
態
で
す
。
1
等
地
栄
町
の
公
共
用
地
は
銀
行

に
売
っ
て
し
ま
う
。
北
新
川
は
ト
イ
レ
も
公
共
駐

車
場
や
公
共
駐
輪
場
も
な
し
・
・
・
こ
う
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
失
敗
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
市
民
に
寄
り
添
う
温
か
い
市
政
が
今
ほ

ど
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
日
１
９
２
人
の
コ
ロ
ナ
感
染
!!

２
月
16
日
の
新
聞
に
は
、
碧
南
市
で
１
９
２
人

の
新
た
な
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ス
ギ
薬
局
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
独
自
の
、
コ
ロ
ナ
第
６
波
の
独
自
戦
略
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
第
７
波
対
策
も
国
や

県
と
同
じ
く
、
な
り
ゆ
き
任
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
る
ほ
う
で
す
が
、
18
歳
以
下
の
三

回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
数
は
県
が
12
％
、
市
は
16
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
査
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
民
病
院
を
持
つ
自
治
体
と
し
て
、
今
こ
そ

医
療
と
保
健
の
体
制
強
化
を
検
討
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
寄
附
は
30
億
円
見
込
む

新
年
度
予
算
に
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
を
30
億
円
見
込
ん
で
い

ま
す
。
個
人
市
民
税
は
総
額
約
46

億
円
で
２
億
円
増
。
法
人
市
民
税

は
約
15
億
円
で
約
10
億
円
近
く
増

え
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
入
全
体
で
は
１
６
９
億
円
で
15
億
円
の
増
額

予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
は
シ
ー
ル
張
り
だ
け

「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
め
ざ
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
は
、

従
来
施
策
に
項
目
シ
ー
ル
を
掲
載
す
る
こ
と
を
せ
っ

せ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
、

個
人
62
件
と
事
業
者
19
件
の
電
気
自
家
用
車
等
に

総
額
９
０
０
万
円
補
助
を
他
市
に
沿
っ
て
行
い
ま

す
。
く
る
く
る
バ
ス
や
公
用
車
の
電
気
自
動
車
化

や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
充
電
方
式
な
ど
本
気
の
構

え
が
必
要
で
す
。

試
金
石

石
炭
火
力
発
電
所
の
廃
止

日
本
最
大
の
温
暖
化
物
質
排
出
源
の
石
炭
火
力

発
電
所
の
あ
る
自
治
体
首
長
と
し
て
、
廃
止
の
声

を
あ
げ
ら
れ
る
か
が
。
気
候
危
機
打
開
と
温
暖
化

防
止
へ
の
本
気
度
を
測
る
試
金
石
で
す
。

日
本
共
産
党
は
く
ら
し
と
地
球
守
る

日
本
共
産
党
は
、
３
月
議
会
で
コ
ロ
ナ
対
策
、

気
候
危
機
打
開
、
新
自
由
主
義
か
ら
脱
却
の
立
場

か
ら
具
体
的
な
対
案
と
公
約
実
現
に
が
ん
ば
り
ま

す。
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３月議会
コロナ禍のくらし、気候危機打開、

福祉、教育・・独自の施策は?

日本共産党に投書
介護保険の負担金ですが、国民年金だけの所

得90万円の者は約6万円（6.5％）を払ってい

ます。年1000万円の者は、金額は多いが割合

は非常に少なくなっています。国民年金だけ

の者は健康保険と合わせると11万円（10％以

上）納さめており生活は大変苦しいのです。

介護保険等高額所得者から割合も多く取るな

ど改善をお願いします。

※本当ですね。改善求めがんば

ります。



志
位
委
員
長
が
談
話

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は

12
日
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
の
談
話
「
ロ
シ
ア
は
軍
事
威
嚇
を

や
め
よ
―
国
際
社
会
は
外
交
的
解
決
に
力
を
つ
く
せ
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
談
話
は
関
係
国
に
も
送
付
し
ま
し

た
。
談
話
全
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
万
の
大
軍
で
威
嚇
許
さ
ぬ

一
、
ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
国
境
沿
い
に

10
万
以
上
と
見
ら
れ
る
大
軍
を
展
開
し
、
さ
ら
に
隣
国

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
合
同
軍
事
演
習
を
開
始
す
る
な
ど
、
国

際
的
な
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
の
東
方
拡
大
の
中
止
を
求
め

て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
行
動
を
正
当
化
す
る
理

由
に
は
な
ら
な
い
。
自
国
領
土
内
で
あ
っ
て
も
、
明
白

な
軍
事
圧
力
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
こ
の
よ
う
な
軍
事
力

に
よ
る
威
嚇
を
た
だ
ち
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
尊
重
を

一
、
軍
事
的
緊
張
の
一
方
で
、
現
在
、
関
係
諸
国
が

事
態
打
開
の
た
め
に
、
多
角
的
外
交
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。
国
際
社
会
が
、
危
機
を
増
幅
さ
せ
る
軍
事
的
対
応

で
は
な
く
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
定
め
た
国
連
憲
章

と
国
際
法
に
基

づ
き
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
尊

重
の
原
則
に
立
っ

て
、
外
交
的
政

治
的
な
事
態
打

開
の
努
力
を
尽

く
す
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て

い
る
。
日
本
政

府
は
、
こ
の
立

場
に
た
っ
て
、

国
際
社
会
に
働

き
か
け
る
べ
き

で
あ
る
。
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新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

戦争法廃止
改憲許すな19行動
３月19日（土曜日）

午前11時～12時
ピアゴ碧南東店
東浦町6－17（日進小学校南）

ウクライナ問題

ロシアは軍事威嚇をやめよ――国際社会は外交的解決に力をつく


